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 起 承 転 結 
しかし、血管新生の促進は、腫瘍の増殖や転移巣の拡大などに対しては病勢促進に働く可能性が危惧され、臨床で同様の試み
を行う前に、長期間にわたってPD-ECGF血中濃度が高値を持続することがないこと、あるいは心臓及び他の臓器への影響がな
いことを確認する必要がある。そこで本研究では、慢性虚血心筋モデルとして作成したビーグル犬にPD-ECGF遺伝子を導入し、
経時的にPositron emission tomography（PET）による心筋局所血流量ならびに心筋代謝を測定し、また心エコーによる心機
能の変化を評価することにより、当遺伝子治療の遠隔期効果を検討するとともに、経時な血液生化学検査の異常値の有無、各
臓器の病理学的異常の有無を長期にわたり評価することを目的とする。 
我々はプラスミドベクターに組み込
んだヒトの血小板由来内皮細胞成長
因子（PD-ECGF）の cDNA を犬の慢性虚
血心筋に直接注入することにより血
管新生の促進、心筋梗塞サイズの減
少、心機能の改善と共に、心筋細胞の
アポトーシスの抑制が得られるとい
う、これまで他の血管新生因子に見ら
れなかった成果を得た。これは経皮的
冠動脈形成術 (PTCA)や、冠動脈バイ
パス術(CABG)などの実施が不可能な、
心移植以外に救命の道がない末期的
虚血性心疾患患者に対して、従来の遺
伝子治療の壁をうち破る可能性を秘
めている。 
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